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グループスローガン

グループの姿勢

グループビジョン

真摯に、しなやかに、力強く、向きあいます。

・お客さま一人ひとりと向きあいます。

・仲間たちと向きあいます。

・株主の皆さまと向きあいます。

・パートナーの皆さまと向きあいます。

・地域、社会、地球と向きあいます。

将来にわたり、かけがえのない信頼関係を築いていきます。

向きあって、その先へ。

ご要望とご期待に感動レベルのおもてなしでお応えします。 

学びあい、磨き合い、新たな価値を創造します。 

公正透明な経営を基盤に、誠意と成果でお応えします。 

顧客満足を合言葉に、最良の関係を築きます。 

ありたい未来の実現に向けて貢献します。

「常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、

お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、

お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストアとなり、

高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となる。

三越伊勢丹グループ企業理念

三越伊勢丹ホールディングスアニュアルレポート2013は、三越伊勢丹グループ
の業績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、三越伊勢
丹ホールディングスの株式購入や売却を勧誘するものではありません。本レポー
トには、将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、現時点の当社の経営者の判断に基づいて作成しており、リスク
や不確実性が含まれています。よって、実際の業績は様々な要素により、これらの
業績予測と異なりうることをご承知おきください。

将来予測表記に対する特記事項

アニュアルレポート2013についてのお問い合わせ先
（株）三越伊勢丹ホールディングス 
業務本部総務部 コーポレートコミュニケーション担当
TEL:03(5843)6041  FAX:03(5843)6040
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「真のマイデパートメントストア」となるべく、
自らを変革することに挑戦しています

ステークホルダーの皆さまへ

代表取締役会長執行役員

石塚　邦雄
代表取締役社長執行役員

大西　洋

三越伊勢丹グループは、2008年の経営統合から5年が経過いたしました。この間、当グループは、より

効率的な事業運営体制の構築に取り組むことで、持続的な発展に向けた礎を着実に築いてまいりました。

当期の百貨店業界におきましては、株高による消費マインドの改善も一部にありましたが、景気の先行き

に対する不透明感は払拭されず、依然として厳しい状況が続きました。

百貨店業界を取り巻く環境は一層競争が厳しくなると思いますが、お客さまと真摯に向き合い、お客さま

の期待を上回る品揃えとサービスを実現することで、お客さまに夢と感動を提供しつづけてまいります。株主・

投資家の皆さまにおかれましては、一層のご支援とご指導をよろしくお願い申し上げます。

代表取締役会長執行役員 代表取締役社長執行役員

大西 洋石塚 邦雄
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トップメッセージ

世界随一の
小売サービス業グループと
なることをめざして

営業利益は過去最高益を更新し、3期連続の増益となりました

2013年3月期の概況

三越伊勢丹グループは、「高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となることをめ

ざし、新しい百貨店の姿の構築と新たな収益事業の開発に取り組んでいます。

当期の百貨店業においては、昨年来、段階的に再開発オープンしてきた伊勢丹新宿本店が本年3月に

グランドオープンし、計画を上回る水準で売上を伸ばしています。また、地域百貨店でも、各社の経費構造

改革の取り組みに加え、グループ力を活かした独自性のある共通商品の開発・導入により、業績の改善が

図っております。

クレジット・金融・友の会業においては、外部利用の拡大、金融サービスの強化、生産性の高い事業基盤

の構築などに取り組みました。小売・専門店業では、安心安全な商品や自社製造機能を活用した独自性

の高い商品提供などにより、地域のお客さまの満足度向上に取り組みました。海外百貨店では、引き続き

堅調な成長が見込まれる中国・東南アジア地域での市場の開拓と深耕に努めました。

これらにより、当期の売上高は1兆2,363億円（前期比0.3％減）、営業利益は266億円（同11.8％増）、

経常利益は342億円（同11.0％減）、当期利益は252億円（同57.1%減）となりました。

なお、当社の持分法適用関連会社である株式会社ジェイアール西日本伊勢丹につきましては、同社の

運営するJR大阪三越伊勢丹の業績が、当初計画を下回ったため、同社の決算において特別損失を計

上いたしました。その結果、当社は持分割合に相当する額を当期の持分法投資損失として計上しました。

同店の再建については、西日本旅客鉄道株式会社および株式会社ジェイアール西日本伊勢丹とともに

総力を挙げて取り組み、早期の黒字化をめざします。

「世界最高のファッションミュージアム」の実現をめざします

伊勢丹新宿本店再開発

伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店の3店舗は、基幹店舗であり、これらの成長なくして

当グループ全体の発展はありえません。今回の伊勢丹新宿本店の再開発は、その新たな飛躍への第一歩

であり、当グループが考える「百貨店のあるべき姿」を実現し、百貨店の復活に向けて強いメッセージを発信

していくことを狙いとしています。

同店の開発コンセプトは、常にお客さまの先を行く新しさを発信し続ける「世界最高のファッションミュー

ジアム」です。ファッションをアートと捉え、伝統とモダンを融合した「新しい価値」を提供する百貨店として、
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「百貨店のあるべき姿の実現」と「成長事業の開発・育成・強化」により
早期の連結営業利益500億円の達成をめざします

中期的にめざす姿

中期的にめざす姿 「百貨店のあるべき姿の実現」②

多様化する消費スタイルの変化や激化する競争に対応するため、グループ力を最大限に発揮するため

の様々な改革に取り組んでいます。現在は、基盤整備の段階からグループリソースを活用した成果獲得の

ステップへと移っており、グループビジョン実現の柱として「百貨店のあるべき姿の実現」と「成長事業の

開発・育成・強化」を掲げ、連結営業利益500億円の早期達成をめざしています。

「既存のビジネスモデル」を抜本的に見直し、
地域のお客さまのニーズに合った総合的な「店づくり」に取り組んでいきます

「百貨店のあるべき姿の実現」のもうひとつのテーマである「支店・地域百貨店の活性化」については、

「既存のビジネスモデル」を抜本的に見直し、あたらしい地域百貨店のビジネスモデルの構築をめざします。

具体的な取り組みとして、「地域ニーズにあわせた領域の強化（食・住・遊・美・学）」「ハイブリッド店強化

（百貨店と専門店による組み合わせ）」、「店舗の独自性の強化（自主企画商品の拡充など）」を進め、

各店舗の魅力度を高め、各商圏エリアにおいてなくてはならない存在になることをめざします。今秋、伊勢丹

松戸店をモデル店舗としてリニューアルを行い、その取り組みを他の支店・地域百貨店へ拡大してまいります。

中期的にめざす姿 「百貨店のあるべき姿の実現」①

他社には真似できない新しい価値を創造する百貨店として、
競争優位性を確固たるものにしていきます

「百貨店のあるべき姿の実現」では、基幹3店舗がそれぞれの独自性（伊勢丹新宿本店＝「世界最高

のファッションストア」、三越日本橋本店＝「世界一の接遇力」、三越銀座店＝「世界の銀座のランドマーク」）

を徹底的に追求することで、他社には真似できない新しい価値を創造する店舗として、競争優位性を

確固たるものにしていきます。また、三越銀座店の増床や今回の伊勢丹新宿本店リニューアルの成果を、

今後計画しております三越日本橋本店の再開発へとつなげることで、業界のシンボルとしての存在価値

を示していまいります。

トップメッセージ

感動を呼び、自然に人が集う、そうした魅力的な感動空間の創出をめざしております。

そのために、多様化するお客さまのライフスタイルに対応した新しい「展開分類（ゾーニング）」をはじめ、

独自性とミュージアムとしての芸術性を発信し続ける「仕掛け」、百貨店のイメージを覆すデザインによる

「環境・空間づくり」、一人ひとりのお客さまのための「サービス」など、最先端の手法やアイデアを数多く取

り入れています。

本年3月のグランドオープン以降、すべての世代でご来店のお客さまが増えるとともに、売上高も予想を

上回る水準で推移いたしております。

このような状況は、伊勢丹新宿本店の再開発に対し、世界最高レベルのファッションを期待する多くの

お客さまに、ご評価をいただいているものと認識しています。
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トップメッセージ

● 2014年3月期 セグメント別・営業利益予想

通期予想

首都圏百貨店（（株）三越伊勢丹）

国内地域百貨店

海外百貨店

クレジット・金融・友の会業

小売・専門店業

200

35

19

42

1

12.1%

38.9%

84.1%

14.6%

＋̶

＋21

＋9

＋8

＋5

＋6

増減率 前期差

（単位：億円）

（端数未満切り捨て）

仕入構造改革

「仕入構造改革」と「販売力の向上」の両輪を推進し、
お客さま満足のさらなる向上と成果の創出につなげていきます

当グループは、「百貨店のあるべき姿の実現」に向け、百貨店業界の課題である取引先依存からの脱却

を図るため、並行して仕入構造改革を積極的に進めています。

今年度は、「販売」と「商品」に関する組織役割を明確化し、高いレベルの販売と独自性のある商品

提供を実現するための組織体制といたしました。

また現在、取り組んでいる取引先との協業、高差益商品開発、アウトレットは、最終的には「流通構造改

革」へと発展させていきます。今後、これらをさらに拡大させることにより、お客さま満足の向上と収益力の

アップを図っていきます。

中期的にめざす姿 「成長事業の開発・強化」

豊富なグループコンテンツを活用し、
顧客接点の拡大と提供価値を高める事業の開発･強化を図っていきます

グループビジョン実現のもうひとつの柱「成長事業の開発・育成・強化」については、お客さまの生活全

般において“上質な過ごし方”をご提案していくために、豊富なグループコンテンツ（小型店舗、WEB・通販、

専門館、スーパーマーケット、海外、カードなど）を活用し、顧客接点の拡大と提供価値を高める事業の開発・

強化を図っていきます。

小型店舗事業は、顧客接点の拡大をめざし、百貨店のノウハウを活かした商品やサービスをお客さまが

身近で便利にご利用いただけるように、お客さまの生活行動圏に深く入り込むべく、外部商業施設などで

展開していきます。今後の店舗立地として、交通拠点や他業態内を、また、新規フォーマットとして、中規模

店舗を検討しています。

WEB事業では、2014年度に伊勢丹と三越のEC（電子商取引）サイトを統合します。品揃えは、現在の

5万SKU（最小在庫管理単位）から3倍の15万SKUまで拡大。スマートフォン対応などの機能強化や見

やすく買いやすいサイト構築など、ECの刷新にも取り組んでまいります。

海外事業は、消費の拡大が見込まれる中国・東南アジアにおいて、市場の開拓と深耕を図っています。

これまで既存エリアで中小型店のドミナント強化を進めていましたが、今後は、既存エリアや新興国におけ

る大・中規模店の出店も検討していきます。

スーパーマーケット事業は、顧客の日常生活に関わる重要な業態・チャネルと位置づけており、今後も高

質な品揃え・サービスを強く打ち出した事業強化を図っていきます。

カード事業は、顧客接点の拡大と連動した新規会員の獲得、既存会員への稼動促進策の実施、特約

加盟店の開拓による外部収入のシェアの拡大などをめざしていきます。
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トップメッセージ

戦略立案機能や資源管理機能、マーケティング機能をHDSに集約し、
各戦略の実行・実現を加速していきます

組織再編

各戦略・施策を実行していくためには、従来のビジネスモデルにとらわれることなく、グループ内外の資

源を編集してポテンシャルを引き出し、有機的連携を強力に推進する体制が欠かせません。

そこで、本年4月1日に「戦略決定から実行までのスピードアップ」「仕入構造改革・販売力の向上」「新

規成長事業の育成強化」「専門性・ノウハウの強化」の4つをポイントに大幅な組織改正を行いました。

主な改正のポイントとしては、営業本部を三越伊勢丹より三越伊勢丹ホールディングス（HDS）に移管

するとともに、国内関連事業と海外事業を統括する「関連事業本部」を新設し、HDSを4本部制としたこ

とです。また、グループマーケティングを活用した新規収益事業開発機能および店舗開発機能を担う

「マーケット・開発部」を経営戦略本部に新設しました。

これらにより、HDSと三越伊勢丹を一体運営するとともに、戦略立案機能や資源管理機能、マーケティ

ング機能をHDSに集約し、グループ資源を全体で共有・活用できる体制にしています。

企業価値の長期的な向上を図りつつ、
経営環境や業績、財務の健全性などを総合的に勘案しながら、
安定的な配当水準を維持することを基本姿勢としています

配当政策

当社は、企業価値の長期的な向上を図りつつ安定

的な配当水準を維持することを基本姿勢としながら、

経営環境や業績、財務の健全性などを総合的に勘

案し、株主の皆様への利益還元を行っています。

この方針に基づき、当期の１株当たり年間配当金に

つきましては、10円とさせていただきました。また、次期

につきましても、１株当たり年間配当金は10円を予定

しています。

株主の皆さまのご期待にお応えする

には、業績の向上により企業価値を上

げていくことと、安定した配当を行うこ

とが第一義ですが、その前提として、

株主の皆さまが「三越伊勢丹ホール

ディングスの株を持っていてよかっ

た」と思っていただける魅力的な店

づくりを実現することが重要だと考

えています。末永いご支援をよろ

しくお願い申し上げます。
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伊勢丹新宿本店の再開発特集1

「真のグローバルストアとなる」ことをめざして

伊勢丹新宿本店の再開発は、物理的なリニューアルだけでなく、販売･サービス、従業員の意識、職場環境な
どの改革もすべて含めた、本当の意味での“再開発”をめざしたものです。これを実現するために、4つのキー
ワードを設けています。

「海外に行くよりも、伊勢丹に行ってみたい」と思っていただけるような魅力的な店になることです。
世界に通じる品揃え、世界に通じる接客、世界に通じる環境を創り上げていくことをめざします。

これら4つのキーワードを強く意識し、物理的な環境空間の構築とともに、業務・接客・品揃え・職場環境なども
すべて改革していきます。あらゆる面から「世界最高のファッションミュージアム」を徹底的に追求し、他社には
決して真似のできない「真のグローバルストア」をめざしていきます。

伊勢丹新宿本店の再開発は、2007年に本館1階婦人雑貨、地下1階食品、メンズ館8階イセタン
メンズレジデンス、2008年に本館地下2階イセタンガール、2階マ･ランジェリー、ビューティアポ
セカリーをリモデルオープン。その後、景気減速による投資の縮減等により一時中断しましたが、
第6次再開発としてリスタートし、再開発の総仕上げとして「百貨店のあるべき姿」の実現をめざ
して、本年3月にグランドオープンしました。
常にお客さまの先を行く新しさを発信し続ける「世界最高のファッションミュージアム」が、同店の
開発コンセプトです。ファッションをアートとして捉えて「作品を目で見て感じる」ことに加え、触れ
る・聞く・味わう、さらにはお客さまの感覚に訴えるなど、感動していただける新たな環境空間の構
築をめざしています。
各フロアには、回遊の起点となる「パーク」をはじめ、次のゾーンへのアプローチの役割を持つ
「チューブ」、環境デザインとマーチャンダイジングを連動させた「スペシャルブース」、最新の情報・
カルチャーを発信する「アートフレーム」などの環境空間を設置し、“ファッションミュージアム”を表
現する多彩な演出を行っています。
これらは、ミュージアムを表現するための単なる内装・装飾ではなく、各フロアのお客さまの回遊促
進・わかりやすい商品展開・伊勢丹からのメッセージの発信などの役割を兼ねた商品と環境デザイ
ンを融合したものです。「マーチャンダイジング」「展開分類」「仕掛け」に加え、ゾーニングを共感し
ていただく「環境」とパーソナルな「サービス」という5つの提供価値を進化・融合することにより、
お買物目的だけでなく、自然に人々が集う魅力的な「場」の創出を図っています。

グローバル化
Keyword 1

パブリック化
Keyword 2

ソフト化
Keyword 3

パーソナル化
Keyword 4

真のグローバルストアとなるためには、世界の人たちの意見を聞き、創り上げる仕組みが必要です。
お客さまや取引先も含め“良きパートナー”の関係になるということでもあります。世界中の人たち
のアイデアや知恵をお借りし、積極的にリニューアルを進めていきます。

お客さまが欲しがっている物は、形のある商品とは限りません。旅行や教育、リフォーム、レンタルな
ど、形が固定されていないものも数多くあります。これまでの「所有」に対するアプローチだけでなく、
「使用」に対するアプローチも積極的に展開していきます。

テレビや電話がパーソナル化していったように、商品は次々にパーソナル化しています。そうしたトレ
ンドを見極めながら、いち早く品揃えしていきます。また、販促活動でも、不特定多数への情報提供
ではなく、情報を欲している方たちだけに提供する“パーソナル情報サービス”も必要です。
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伊勢丹新宿本店の再開発 特集1

● 5つの提供価値の進化と融合

明治通り側
次のゾーンと誘うアプローチの役割を持つ

「チューブ」

最新の情報・カルチャーを発信する「アートフレーム」

フロア特性を象徴する情報発信を行う

「パーク」

本館パーキング側

ウエストパークウエストパークウエストパーク

イーストパークイーストパークイーストパーク

セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

世界最高のファッションミュージアム
〈伊勢丹新宿本店〉

融合

サービス
一人ひとりの

お客さまのための
サービス

(パーソナル化)

環 境
ＭＤ･仕掛けと連動
した認識性･回遊性･
デザイン性の高い
感動空間

仕掛け
アート性･独自性を
もつ最旬･最新の
情報発信

展開分類
ファッション ×
ライフスタイル

M D
最旬･最上･
最先鋭伝統と
モダンの融合

Park

TUBE

2F

2F 3F 4F

4F

2F

3F
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当グループは、グループビジョンの実現に向けて、「百貨店のあるべき姿」の実現、「成長事業の
開発・育成・強化」を図っております。
昨年度からスタートしたグループ中期経営計画「三越伊勢丹グループ３ヶ年計画（2012～2014
年度）」は中期的にめざす姿を実現するために、「顧客接点の拡大と充実」「生産性の高い顧客接点
の再構築」「グループリソースを活用するための基盤強化」の3つを基幹戦略として推進すること
で、2014年度には連結営業利益330億円の達成をめざしています。

【基幹戦略1】
顧客接点の拡大と充実

三越伊勢丹グループ3ヶ年計画（2012-14年度）

基幹3店舗はそれぞれの特性を活かし、独自性を強化

都市部の生活行動圏、地方部の百貨店空白エリアで
お客さまのニーズにあわせ多店舗展開を加速

出 店 戦 略

MD切り出し型小型店

2年目となる2013年度の推進体制の強化ポイント

戦略の深度・精度を上げ、スピード感を持って推進していく

新たな価値提供
の継続

三越伊勢丹ならではの
独自性MD

グループとして競争力・独自性
あるMDを切り出した業態。

他社顧客や非百貨店顧客がターゲット。
例）イセタンミラー

MD編集型小型店

百貨店MDを
コンパクトに編集し、

百貨店ニーズを掘り起こす業態。
例）サテライト、ハネダ

× 高効率な店舗オペレーション
CPCC※の展開強化

※CPCC：セントラルプランニング・セントラルコントロール

人材の育成
販売強化

組織体制
の強化

外部人材
の登用

【関係性軸】
感性による繋がり

「銀座のランドマーク」

「世界最高の
ファッションストア」
伊勢丹新宿本店

「日本の暮らしの
お手本になる百貨店」
三越日本橋本店

【関係性軸】
人による直接的繋がり

【情報軸】
要望に対応

【情報軸】
時代に先行

アライアンス
の活用

3つの基幹戦略
【基幹戦略1】 顧客接点の拡大と充実
【基幹戦略2】 生産性の高い顧客接点の再構築
【基幹戦略3】 グループリソースを活用するための基盤強化

よりお客さまのお役に立てる機会を増やすた
めに、グループ最大の強みである基幹３店舗
（伊勢丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀
座店）の継続的な強化や支店・地域百貨店の
活性化を図りながら、グループにある様々なリ
ソースを活用することで、お客さまの消費スタイ
ルに合った顧客接点を展開し、お客さまと接す
る機会の拡大をめざしていきます。

【基幹戦略2】
生産性の高い顧客接点の再構築
各顧客接点において、お客さまのご要望・ご

期待を上回る「商品・品揃えや販売サービスの
充実」を図り、顧客満足度を高めていきます。そ
して、各事業・業態特性に応じた商品差益の拡
大と販管費削減に取り組むことで、収益力を強
化すべく、新しい仕組みの構築（ビジネスモデル
改革）をめざしていきます。

三越銀座店

三越伊勢丹グループ3ヶ年計画特集2
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利益計画

13～15年度 投資金額 1,100億円 （前3ヶ年差 ＋200億円）投資計画

連結営業利益
300億円

360億円

500億円

三越伊勢丹ならではの独自性を時間・移動の制約なく
提供できるチャネルとしてのECの拡大と

手数料等を収益源とする新たなビジネスモデルの構築

「百貨店事業の収益拡大」と「成長事業の強化」で営業利益500億円を早期達成する

メディア型ビジネス

ビジネス拡大
⇒収益性拡大

送客型EC

百貨店EC
（物販型EC）

14年度にシステム・機能統合

13年度計画

【成長事業】
約65億円

【百貨店事業】
約235億円

【百貨店事業】
約260億円

WEB

小型店

基幹3店

海外 その他カード

小型店 専門館WEB

スーパーマーケット

地域百貨店

専門館

【百貨店事業】

※純百貨店店舗が対象

約300億円

【成長事業】
約100億円

【成長事業】
約200億円

15年度計画 中期目標

当グループでは、この中期経営計画に基づき、グループ
資源の有機的連携・相互活用ならびに経営資源の再配分
を進めています。今後も、先行き不透明な厳しい経営環境
下において、各戦略を強力かつ確実に推進し、成果創出

へつなげ、「お客さまのお役に立ち、お客さま一人ひとりに
とってなくてはならない」百貨店グループとなり、中長期的な
グループ価値向上をめざしていきます。

【基幹戦略3】
グループリソースを活用するための
基盤強化
三越と伊勢丹の統合後、百貨店事業を中心

に構築してきた基盤など、グループのもつ資源
をグループ全体へ拡大・活用することで、グルー
プのノウハウ・資源をさらに蓄積し、営業面・業務
運営面・コスト面で一層の効果創出をめざして
いきます。

伊勢丹 三越

三越伊勢丹グループ3ヶ年計画 特集2

※13年度計画数値は、2013年8月2日、連結営業利益325億円に上方修正しております。
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（単位：%）

（単位：円）

（単位：%）

売上高

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

総資産

純資産

有利子負債

設備投資

減価償却費

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

売上高総利益率

売上高販管費率

売上高営業利益率

総資産営業利益率（ROA)

自己資本当期純利益率（ROE)

自己資本比率

有利子負債依存度

1株当たり当期純利益

1株当たり配当金

配当性向

1,291,617

360,685

356,508

4,177

19,730

△ 63,521

1,238,006

425,120

197,283

28,256

22,411

△ 3,604

47,443

△ 41,688

27.93

27.6

0.3

0.3

△ 14.3

33.4

15.9

△ 162.51

10.00

–

1,220,772

342,005

331,012

10,993

27,093

2,640

1,237,775

418,152

213,925

33,365

22,933

33,211

△ 24,419

11,241

28.02

27.1

0.9

0.9

0.6

32.8

17.3

6.69

7.00

104.6

1,236,333

347,410

320,771

26,639

34,217

25,292

1,223,677

505,127

181,263

30,499

21,559

4,438

△ 26,312

2,339

28.10

25.9

2.2

2.2

5.3

40.1

14.8

64.11

10.00

15.6

2011年3月期

1,239,921

347,788

323,954

23,834

38,452

58,891

1,227,947

468,479

173,264

19,243

22,406

57,843

△ 15,939

△ 44,940

28.05

26.1

1.9

1.9

13.6

37.2

14.1

149.28

10.00

6.7

2012年3月期

（単位：百万円）

2013年3月期

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

2010年3月期

2013年3月期 決算概要

事 業 概 況
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2013年3月期の日本経済は、震災復興に伴う公共投資の本格化などを背景に緩やかながらも景気回
復の動きが見られました。また、年末からは円高の是正や株価の回復基調など明るい兆しがありましたが、
来年以降の消費税増税の影響など、景気の先行きに対する懸念は払拭されていません。
百貨店業界においては、高額品の販売が堅調に推移したことから一部に持ち直しの傾向が見られたも

のの、全体の売上高は前年実績を下回る推移となりました。
こうした中で当グループは、「高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」の実現に向け、
百貨店事業会社と関連グループ各社が持つ強みと経営資源を最大限に活用し、確実に収益を確保でき
る仕組みづくりに取り組みました。その結果、当期の連結業績は、売上高1兆2,363億円（前期比0.3％減）、
営業利益266億円（同11.8％増）、経常利益342億円（同11.0％減）、当期純利益252億円（同57.1％減）
となりました。

2014年3月期連結業績の見通しについては、グループ3ヶ年計画を強力に推進することにより、売上高は
前期比103.5％の1兆2,800億円、営業利益は同112.6％の300億円、経常利益は同96.4％の330億円、
当期純利益は同87.0％の220億円を見込んでいます。

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

● 営業利益／売上高営業利益率

（百万円） （%）

0.3

0.9

2.2

4,177

10,993

23,834

2010 2011 2012 2013

● 売上原価・売上総利益（売上高）
　／売上高総利益率

● 事業別売上高構成比

1,500,000

1,200,000

900,000

600,000

300,000

0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

● 総資産／総資産営業利益率（ROA）

（百万円） （%）

0.3

0.9

1.9

1,238,006 1,237,775 1,227,947

2010 2011 2012

2.2

1,223,677

2013

12

10

8

6

4

2

0

● 1株当たり配当金

（円）

10

7

10

2010 2011 2012

10

2013

■■その他
■不動産業
■小売・専門店業

1.1%

1.3%

5.8%

■百貨店業
90.7%

■クレジット・金融・友の会業　1.1%

26,639

事 業 概 況

次期の見通し

当期の概況

1.9

※2013年8月2日に、2014年3月連結業績見通しを次のとおり上方修正しております。
　売上高：1兆2,900億円、営業利益：325億円、経常利益：335億円、当期純利益：235億円

（百万円） （%）

150,000

125,000

100,000

75,000

50,000

25,000

0

30

29

28

27

26

25

0

27.93 28.02 28.05

930,931

360,685

878,772

342,005

892,133

347,788

2010 2011 2012

28.10

888,923

347,410

2013
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百貨店業

中期にめざす姿

首都圏百貨店（（株）三越伊勢丹）

百貨店業においては、本年3月に伊勢丹新宿本店がグランドオープンし、順調なスタートを切っております。首都圏以
外の国内グループ百貨店も業績が改善し、顧客接点の拡大と充実のため小型店舗を新規に展開するなど様々な施策に
取り組みました。
　これらの結果、百貨店業全体での売上高は1兆1,224億円（前連結会計年度比0.5％減）、営業利益は186億円

（前連結会計年度比3.4％増）となりました。

伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店の基幹3店舗は、「百貨店のあるべき姿」を実現し、
百貨店業界のシンボルとなることをめざしています。
昨年来、段階的にリニューアルオープンしてきた伊勢丹新宿本店は、本年3月にグランドオープンしました。

ファッションをアートと捉え、独自の企画編集で常に新鮮な情報発信を行う「ファッションミュージアム」をめざ
すとともに、様々な仕掛けやサービスを融合し、お客さまの感覚に訴える環境空間を創造しました。また、
店舗自体がエンターテイメント性を備えることにより、買物目的だけでなく、お客さまが自然に集い感動して
いただける魅力的な場所に生まれ変わりました。その結果、オープン以来多数のお客さまにご来店いただき、
売上も計画を上回る水準で推移しています。
これらの結果、首都圏百貨店の売上高は、前期比1.5％減の6,279億円となりました（新宿三越アル
コット店を除く既存店ベースでは同0.2％増）。また、営業利益は同7.5％増の178億円、経常利益は同
35.9％増の195億円となりました。
顧客接点の拡大と充実に向けた新規小型店舗の展開については、昨年4月、羽田空港国内線第１旅
客ターミナル内に、紳士雑貨とフーズギフトを中心とした「イセタン 羽田 ストア」を、昨年７月、佐野プレミアム
アウトレットに「イセタン アウトレット ストア」をオープン。昨年3月から本年4月には、ラグジュアリーコスメ編集ショップ
の「イセタン ミラー」6店舗をオープンさせるなど、順調に拡大しています。

事 業 概 況

縦の営業ライン
の明確化

商品調達機能
の一元化

販売力の向上（販売） 仕入構造改革（商品）

販売起点の店頭業務フローの構築

要望を
正しく
伝える

商･販･展開･
サービスを
提供

店頭販売力の源泉である
セールスマネジャーのマネジメント強化

流通構造改革

仕入条件
改定

■ 輸入・在庫管理機能の強化
■ 社内アパレル機能の強化

■ 合理的な取引条件の改定
■ 仕入条件の標準化

アウトレット ■ 買取品の消化率向上

高差益
商品開発

■ 価格決定権ある商品開発
■ PB戦略
■ エクスクルーシブ開発

科学的アプローチによる販売体制の構築

販売業務分析に基づく最適要員配置

新しい発想での教育・育成モデルの構築

個々のスタイリストに応じた教育・CDP
SPA（製造小売）への拡大

優秀スタイリストの販売行動･
スキルの形式知化

「商」「販」両輪の推進体制を強化し
販売力・収益力を向上していく

お客さまのさらなる満足・感動⇒収益拡大

■ 収益力向上に向けた取り組み
―仕入構造改革・販売力の向上―
本年3月の伊勢丹新宿本店のグランドオープ

ンにより、仕入構造改革商品を展開する体制が整
いました。また、仕入構造改革と販売力の向上を
同時に実現させるため、本年4月に「商販分離体
制」へと組織改正を行いました。これらの改革に
より、今後は百貨店だけでなく、WEB事業・小型
店舗事業などへの取り組みも拡大し、グループ全
体でのさらなる成果創出へつなげていきます。

● 「商」「販」分離の狙い
店舗の営業ラインを強化するとともに、商販の
組織役割を明確化することで、「高いレベルの販
売」と「独自性ある商品提供」を同時に実現する。
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伊勢丹新宿本店 三越銀座店

● 店舗別売上高構成比

事 業 概 況

■■三越千葉店
■伊勢丹府中店
■伊勢丹相模原店
■伊勢丹浦和店
■伊勢丹松戸店
■伊勢丹立川店
■三越銀座店

2.8%

3.3%

4.1%

6.8%

3.4%

6.2%

9.8%

173億円

205億円

257億円

429億円

214億円

387億円

612億円

■伊勢丹新宿本店
■三越日本橋本店

37.7%

26.0%

2,368億円

1,631億円

三越日本橋本店

百貨店に止まらない「仕入構造改革」を拡大･推進していく

仕入構造改革のＷＥＢ事業･小型店舗事業などへの拡大、
推進体制の強化により、グループ全体での成果創出へ繋げる

● 仕入構造改革による粗利益増額と取組シェア

11年度差
＋20億円

10.4%
11年度差
＋2.0％

取組シェア
取組先政策
ユニット
自主企画商品

11年度差
＋70億円

（前年差＋50億円）

13.0% 11年度差
＋200億円

（前年差＋60億円）

20.0%

12年度 13年度計画 15年度計画

● 仕入構造改革　2012年度の実績
・店舗の売上に対する取組シェアは10.4％
（2011年度差＋2.0％）となりました。
・差益増額は、＋20億円でした。

14



百貨店業

地域百貨店

首都圏以外の国内グループ百貨店においては、各社の
経費構造改革の取り組みに加えて、グループ力を活かした
独自性のある共通商品の開発・導入の進展により、業績改
善を図りました。
これらの結果、地域百貨店の売上高は前期比0.4%減の
4,116億円、営業利益は同289.0%増の25億円となりました。

事 業 概 況

仙台三越 岩田屋

札幌丸井今井

■ 成長事業の開発・育成・強化　―WEB事業―
店頭と連動させたコミュニケーションの強化
WEB事業では、昨年12月、ニュースサイトの運営を主要事

業としている株式会社イードと合弁会社「株式会社ファッション
ヘッドライン」を設立し、ファッション総合ニュースサイト
「FASHION HEADLINE」を立ち上げました。
また、伊勢丹新宿本店の再開発に合わせてソーシャルメディ
アを活用し、同店に関わるヒト・モノ・コトに関する情報をお客さ
まにお届けするWEBサイト「ISETAN PARK net」をスタート
しました。今後、店頭とWEB、ソーシャルメディアとオンライン
ショッピングを連動させたコミュニケーションやサービスへの
取り組みを強化し、お客さまに新しい体験を提供していきます。

中期にめざす姿
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海外百貨店

海外では、引き続き堅調な成長が見込まれる中国・東南
アジア地域での市場の開拓と深耕に取り組んでおり、昨
年5月にマレーシアで4号店となるワンウータマ店をオープン、
本年1月には中国で天津2号店をグランドオープンしました。
これらの結果、海外百貨店の売上高は前期比12.6％増の
732億円、営業利益は同36.2％減の10億円となりました。

事 業 概 況

天津伊勢丹2号店 シンガポール伊勢丹セラングーン店 クアラルンプール伊勢丹ワンウータマ店

クアラルンプール伊勢丹KLCC店

■ 成長事業の開発・育成・強化　―海外事業―
海外百貨店では、これまで既存店の知名度や

ノウハウを活用しながら既存エリアを中心とした
ドミナント戦略を展開してきました。今後は、これ
を継続しながらも、特に東南アジアにおいて大･
中規模店の出店を進めてまいります。また、成都
伊勢丹2号店では、大型ショッピングセンター
（SC）の運営を視野に入れたプロパティ･マネジ
メント（PM）事業へ参入します。
これにより、現地の大型商業施設との競争に
対抗できる一定の店舗規模・コンテンツを確保し
ながら出店を拡大していきます。

■ 新規出店計画

● 成都伊勢丹2号店
（2015年春オープン予定）

中期にめざす姿

伊勢丹成都

成都2号店
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中期にめざす姿

クレジット・金融・友の会業においては、お客さまの利便性向上と収益力の高い経営基盤の構築に向けて、グループ運
営体制を整備しました。
株式会社エムアイカードは、会員数を拡大するとともに、外部利用の拡大、金融サービスの強化、生産性の高い事業基

盤の構築に取り組みました。また、生計を異にするご家族の優待率と年間お買上げ額を一本化する新サービス「つなが
ります」をスタートさせるなど、お客さまの利便性の向上も図りました。
これらの結果、売上高は前期比8.4％増の309億円、営業利益は同39.3％増の37億円となりました。

クレジット・金融・友の会業

事 業 概 況

【中期目標】全国の小型店舗で売上高500億円規模、営業利益25億円の達成

スピードある小型店・中型店の出店により顧客接点を拡大していく

今後拡大を検討していく「立地」「フォーマット」

売上高

立　地

13年度の強化ポイント

小型店舗事業部による
「収益モデルの確立」

地域店舗事業部による
「商品支援」

マーケット･開発部による
「新業態開発」

・交通拠点（高速道路・空港・駅ナカ）
・他業態内（複合商業施設・SC・アウトレット）

新規フォーマット

・3000㎡～5000㎡の中規模店舗
・「婦人」「メンズ」「食品」「リビング」

＜強みを活かした顧客接点の拡大＞

三越伊勢丹の強み
ミラー

サテライト

ハネダストア

アウトレット多様な店舗フォーマット 新たな販売チャネル

1３年度計画：250億円
⇒1５年度計画：350億円

店舗数

現在展開中のフォーマット

1３年度計画：85店舗体制
⇒1５年度計画：150店舗体制

● エムアイカード口座数／エムアイカード取扱額の推移

■ エムアイカード口座数

（万口座）

（年度） （年度）2009
0

100

200

300

156

2010

239

2011

258

2012

266

■ エムアイカード取扱額（百貨店内、百貨店外）
■百貨店での取扱額　■百貨店外での取扱額

（億円）

2009
0

2,000

4,000

6,000

3,227

700

5,125

1,357

5,958

1,987

2010 2011

6,132

2,449

2012

■ 成長事業の開発・育成・強化
　―小型店舗事業―
小型店舗事業は、三越伊勢丹の強みを活か

して顧客接点を拡大するべく、高速道路のサー
ビスエリアなどお客さまの生活行動圏へ、
3,000～5,000㎡の中規模店舗といった
様々な店舗形態で出店を進めてまいります。
また、成長を加速させるために、基幹店や支店
に点在していた小型店部門を「小型店舗事業
部」として集約させ、地域店舗事業部が小型店
舗向けに独自に商品政策支援を行う体制を整
えました。中期的には全国の小型店舗で売上
高500億円、営業利益25億円をめざしてい
きます。
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小売・専門店業

事 業 概 況

小売・専門店業においては、スーパーマーケットを運営する株式会社三越伊勢丹フードサービスが、安心・安全な商品
や自社製造機能を活用した独自性の高い商品の提供を通じて、地域のお客さまの満足度向上を図っており、昨年6月に
「クイーンズ伊勢丹ふじみ野店」をオープンしました。
株式会社三越伊勢丹通信販売は、カタログ・TV通販事業の拡充を図りました。一方、本年１月より、日本郵便株式会社

と共同で商品調達・カタログ制作を行う新会社の設立に向けた準備を開始しました。
これらの結果、売上高は前期比2.2％減の857億円、営業損失5億円（前期は営業利益3億円）となりました。

不動産業
不動産業については、株式会社三越伊勢丹ビルマネジメントが営業支援および省エネ・防災関連業務に取り組みました。
これらの結果、売上高は前期比37.5％増の327億円、営業利益は同291.7％増の35億円となりました。

その他
その他については、情報処理サービス業の株式会社三越伊勢丹システム･ソリューションズがグループ以外の百貨店の

システム開発および運行業務を受注しました。また、物流業の株式会社三越伊勢丹ビジネス･サポートと人材サービス業
の株式会社三越伊勢丹ヒューマン･ソリューションズが、シェアードサービス機能を強化いたしました。
これらの結果、売上高は前期比3.4％減の727億円、営業利益は同32.6％減の11億円となりました。

不動産業・その他

■ 成長事業の開発・育成・強化
　―スーパーマーケット事業―
スーパーマーケット事業は、高質・安心・安全な商品や他のスーパーでは扱っていない独自性の高い商品の提供など、クイーンズ
伊勢丹の強みを活かしながら、自社製造機能の活用や店舗オペレーション改革を行うことにより高収益構造へ転換していきます。
また、都心部・ターミナルを中心に、中小型スーパーや小型の専門業態であるクイーンズアイの出店を拡大させ、中期的に営業利益
15～20億円をめざしていきます。

クイーンズ伊勢丹　ふじみ野店 クイーンズ伊勢丹　武蔵境店 クイーンズ伊勢丹　目白店（完成予想図）
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● 「企業理念」の実践を通じた「CSR」の考え方

定  義

グループ企業理念に基づき、社会の様々な課題に向きあい、
企業活動を通じてその解決に貢献することで、関わりのある
すべての人々のその先（未来）が豊かになる活動

グループ企業理念の実践を通じて、CSRの分野においても
世界随一の小売サービス業グループ

三越伊勢丹グループは、事業活動を通じてステークホルダーの皆さまにご理解・ご信頼をいただき、持続可能な社会の
実現に向け、一定の役割を果たすことが、社会に対する企業としての責任であると考えています。グループのCSR方針
は、「グループ企業理念の実践＝CSR活動」を基本的な考え方とし、次のように定めています。

三越伊勢丹グループは、「環境改善、品質・安全性、雇用・人材」という３つの分野に重点を置いてCSR活動に取り組んで
まいりました。東日本大震災以降、経済・社会環境、お客さまの価値観や考え方も多様化しています。今後はこの３分野
に加え、これまで以上に本業を通じた三越伊勢丹グループならではの「地域・社会貢献活動」を推進し、ISO 26000
に基づく組織統治、環境、人権、労働慣行などの社会課題の解決に貢献し、ステークホルダーの皆さまの「こころが動く」
（感動していただける）ようなCSR活動を展開してまいります。

企業理念

倫理行動基準

品質・安全性
雇用・人材 環境改善

コンプライアンス

コーポレート
コミュニケーション

本業外の社会貢献
（慈善活動）
◆メセナなど

本業を通じた社会貢献

◆チャリティ
◆環境ビジネスなど

内部統制

コーポレートガバナンス リスクマネジメント

企業として絶対
果たさなければ
ならない責任

グループのCSR方針

本業を通じた「地域・社会貢献活動」

C S R

めざす姿
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本業を通じた「地域・社会貢献活動」

JAPAN SENSES
「JAPAN SENSES」は、日本にしかない世界に誇れる日本の伝統・美意識や最先
端の技術が宿るモノ・コト・ヒトを、百貨店という「場」を通じて、お客さまとともに日本の力
を再発見するキャンペーンです。世界に通用する日本伝統・文化の良さを新しい価値と
して再認識していただくことで「日本を元気に」していくことを目的としています。

「日本を元気に」をテーマに展開している三越伊勢丹グループの本業を通じた取り組みをご紹介いたします。

「日本を元気に」

C S R

■ ふふふ、ふろしき祭。
2013年1月2日から8日まで、
伊勢丹新宿本店で、JAPAN 
SENSES「第二回ふふふ、ふろ
しき祭。」を開催しました。今回は、
伊勢丹が多数保有する伊勢型紙
と、日本のデザイナーとクリエー
ターの感性を掛け合わせ、ファッ
ションを兼ね備えたふろしきの
紹介をいたしました。

■ オンリー・エムアイ
福島県川俣町で作られる羽二重（撚りを入れない糸で織

る）は世界で一番薄いストール素材。軽さ、付け心地、発色
に定評あり、ヨーロッパブランドにも受け入れられています。
三越日本橋本店では、そのストールを作り手と一緒に製作
しお客さまの声を反映させた、オンリー・エムアイ（三越伊
勢丹限定商品）としてご紹介しました。
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C S R

作品の展示された、三越銀座店ショーウインドウ

KISS THE HEART（こどもたちの成長を支援する取り組み）
KISS THE HEARTは、アートを通じて復興支援を継続的に行うチャリティプロ

グラムです。参加アーティストの作品をチャリティオークションにて販売。その収益全
額を「こども芸術の家プロジェクト」に寄付いたしました。

■ こども芸術の家プロジェクト支援
2013年1月23日～2月25日、三越伊勢丹が主催する

アーティストとともに、アートの力で継続的な東日本大震
災の復興支援として、「TOKYO FRONTLINE」によるプ
ロデュースのもと、若手アーティストの作品を約1ヶ月間、
伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店のショーウイ
ンドウで展示しました。2012年度は「アートの“自然力”を
復興する」をテーマに、根源的な力やローカルなものの美
しさ、生命力を感じるアート作品が、ウインドウの前を通る
方々を魅了し、若手アーティストの育成につながりました。
また、アート作品のオークションを実施し、オークションで
得た収益全額を寄付いたしました。
アートによる人間の力の復興を信じ、社会貢献活動と日
本文化を正しくお伝えすることが私たちの使命と考えて
います。

2012年度第1回目の活動報告も
ディスプレイされました。

HEART FOR CHILDREN
HEART FOR CHILDRENは、イタリアを代表する世界的ブランドの多くを統括する「アルタガンマ財団」と、継続して東日本
大震災被災地の子どもたちの支援をしてきた三越伊勢丹の思いが合致して実現した、両者に共通するファッションを軸とした
チャリティ企画です。

■ ハート フォー チルドレン キャリティキャンペーン
2012年10月、東日本大震災で被害を受けた子どもた

ちの一助となるために、アルタガンマ財団に加盟するブラ
ンドのご協力のもと、チャリティキャンペーンを開催いたし
ました。本プロジェクト限定のチャリティアイテムの販売や、
店頭募金、イタリア大使館でのチャリティオークションを行
い、その収益金全額を寄付いたしました。

寄付金額：1,955,246円
寄付先：「こども芸術の家プロジェクト」
「こども芸術の家プロジェクト」とは、東北芸術工科大学 東北復興
支援機構と京都造形芸術大学の共同プロジェクトで、被災地の
子どもたちの芸術する心を育み、次世代を担う大人になっていくこ
とを支援する活動をしています

寄付金額：10,063,487円
寄付先：あしなが育英会「あしなが東北レインボーハウス建設募金」
東日本大地震で津波により親を失った子どもたちのために、心の
ケアセンターを建設する資金として役立てられます。

伊勢丹新宿本店の会場の様子

本業を通じた「地域・社会貢献活動」
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■ メリーグリーンクリスマス
「地球のために、子どもたちのためにー未来へつづくクリス
マス」をテーマに2006年から始まった「メリーグリーンクリス
マス　～クリスマスチャリティキャンペーン～」。7年目を迎え
た2012年も三越伊勢丹グループ・協力店を含む31店舗で、
全国の多くのお客さまのご賛同をいただき、BE@RBRICKス
トラップひとつにつき、販売価格400円のうち100円を寄付
いたしました。

■ 束見本チャリティ
2012年8月、三越日本橋本店本館１階中央ホールで「束見
本チャリティ」を開催いたしました。
「束見本」は出版社で新刊書籍を発刊する前に作成される、
同じ用紙、ページ数、大きさで製本した白紙の見本です。役目
を終えて破棄される束見本を、１冊あたり200円以上の募金
でお買い上げいただき、無地ノートとして再利用していただく
ものです。5回目になる今回は、出版社約30社のご協力により、
1800冊の束見本を無償でご提供いただきました。また同時
期開催の「2012子ども博」と連動して、お子さまの夏休みの
宿題にも利用できる、新しい束見本の使い方を提案、環境につ
いて考える良い機会になりました。

C S R

三越伊勢丹グループは、企業理念をもとに2009年4月に策定した「三越伊勢丹グループ環境方針」に基づき、持続
可能な社会の実現に向けて地球温暖化防止と環境保全のための施策を実施してまいります。

環境改善への取り組み

三越伊勢丹グループは、お客さまへ正しい知識をもって商品を提供し、安心してお求めいただけるよう常にお客さま
の立場に立った取り組みを推進しています。

品質・安全性への取り組み

三越伊勢丹グループは、従業員一人ひとりの活躍の場の拡大と人材の活性化を実現することで、お客さまにとって
なくてはならない「マイデパートメントストア」となれるように人材育成・雇用強化に努めています。

雇用・人材への取り組み

BE@RBRICKストラップをお求めになるお客さま

三越日本橋本店で展開された束見本チャリティ

寄付金額：12,099,200円
寄付先：グリーンサンタ基金
子どもたちへの国産木材製品の寄贈、グリーンサンタ®の森づくり活動
などに取り組んでいます。

寄付金額：195,735円
寄付先：「緑の東京募金」
東京をみどりあふれるまちにするための募金。小学校の芝生化のため
に役立てられます。

つかみほん
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三越伊勢丹グループはお客さま・従業員・株主・取組先・地域
社会といったステークホルダーと良好な関係を構築するとともに、
株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、法律上の機
能制度を整備・強化し、経営機構改革と併せて、コーポレート・ガ
バナンス改革を推進しています。 また、企業の社会的責任を果

たすという観点から、企業活動の透明性を高め、コンプライアン
ス経営に徹するとともに、ステークホルダーの皆さまから信頼され
る企業グループをめざし、経営の意思決定の迅速化、経営監
督機能の強化、内部統制システムの充実などに、継続的に取り
組んでいます。

● コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

全従業員が法令を遵守して職務を行う体制を構築していま
す。また、「取締役会規程」に則り月１回取締役会を定例開催
し、取締役間の意思疎通を図ることで、相互に業務執行を監
督し、法令定款違反行為を未然に防止しています。また、三越
伊勢丹ホールディングス業務本部にコンプライアンスに関する所
管部署・担当を設置し、内部統制・法令遵守体制の維持・向上
を図っています。さらに内部監査部門として独立した専門部署

を設置し、各部門と連携しながら業務遂行の適法性・妥当性な
どを監査しています。
そのほか、グループ全体を対象とする内部通報・相談窓口と

して、「三越伊勢丹グループホットライン」を設置し、従業員など
からの通報・相談に基づき、コンプライアンスの視点から、是正措
置・再発防止策を適時策定・推進しております。

● コンプライアンス

三越伊勢丹ホールディングスは、経営戦略会議メンバーを
中心とするリスクマネジメント委員会および事務局※を設置し、
グループ各社のリスクマネジメント部門と密接に連携をとりながら、
グループ全体のリスクマネジメントを行う体制を整えています。
また、リスクマネジメント基本方針および基本規程を定め、優先
的に対応すべきリスクを選定することで、それぞれ事前防止策
を策定・実施し、リスク発現の防止または最小化に努めています。
また緊急時・リスク発生時の対応として、迅速に対応できる社内

横断的な管理体制および情報連絡体制を整備するとともに、
優先順位の高いリスクに対しては具体的な対応計画をあらか
じめ策定し、全従業員に教育・訓練を行うことで、損害の拡大、
二次被害の防止・最小化、再発の防止に努めています。さらに
災害対策の具体的な取り組みとして、三越・伊勢丹各店での
気象庁の緊急地震速報の運用やグループ横断での新型イン
フルエンザ対策マニュアルの作成などを実施しています。

● リスクマネジメント

適正な財務報告を確保するための全社的な方針や手続き
を示したうえで、必要な組織、ルール等を整備し、適切な運用を
図り、重要な事項に誤りが発生することを防止する体制を整え
ています。また、独立的な評価部門として「内部監査室」を設
置し、業務活動のモニタリング結果の報告を受け、内部統制上
の問題が発見された場合は必要な是正措置をとっています。
さらに、事業年度末日を基準日とした評価は、財務報告の信

頼性に及ぼす重要性から必要な範囲を決定し、「全社的な内
部統制」および「業務プロセスに係る内部統制」の評価を一般
に公正妥当と見られる評価の基準に準拠し実施しました。その
結果、当社の財務報告に係る内部統制は有効であると判断し
ました。また、独立監査人からも財務報告に係る内部統制の評
価結果について適正であるとの意見表明を受けております。

● 財務報告に係る内部統制

三越伊勢丹ホールディングスは監査役会設置会社の形態を
とり、取締役会の諮問機関として社外取締役を中心に構成さ
れる指名報酬委員会を創設し、ガバナンスの透明性を確立して
います。さらに執行役員制度を採用し、業務執行の効率化・責
任の明確化を図るとともに意思決定の迅速化を図るため、経
営戦略会議を原則週1回開催しています。この会議では、グ
ループにおける経営資源の適切な配分と事業計画を審議して
います。

● 会社の機関および内部統制システムの整備状況

株主総会経営監督機構

業務執行機構

取締役会
監査役
監査役会

内部監査室

指名報酬委員会

各委員会

会長執行役員

社長執行役員

経営戦略会議

各部門
グループ内各社

コーポレート・ガバナンス

経 営 体 制

※三越伊勢丹ホールディングス業務本部
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代表取締役会長執行役員

代表取締役社長執行役員

取締役専務執行役員 営業本部長

取締役常務執行役員 業務本部長

取締役常務執行役員 経営戦略本部長

取締役常務執行役員 関連事業本部長

社外取締役
 
社外取締役

社外取締役

常勤監査役

常勤監査役
 
社外監査役

社外監査役

石　塚　邦　雄 

大 西 　 洋

中 込 俊 彦

赤 松 　 憲

杉　江　俊　彦

竹 田 秀 成

畔　柳　信　雄
 
槍 田 松 瑩

井 田 義 則

髙　田　信　哉

小　島　浩　介
 
北　山　禎　介

飯　島　澄　雄

松 尾 琢 哉 

白 井 俊 徳 

中 村 守 孝 

久保田　佳　也 

武 藤 隆 明 

和 田 秀 治 

山 崎 茂 樹 

西 田 雅 一 

横 山 　 淳 

柳 　 正 明 

青 木 隆 一 

早 川 　 徹 

鷹 野 正 明 

常務執行役員 営業副本部長 兼
営業本部地域店舗事業部長 

執行役員 経営戦略本部経営企画部長

執行役員 経営戦略本部人事部長

執行役員 経営戦略本部マーケット・開発部長

執行役員 業務本部総務部長

執行役員 業務本部業務推進部長 

執行役員 業務本部財務経理部長

執行役員 関連事業本部国内関連事業部長

執行役員 関連事業本部海外事業部長

執行役員 営業本部営業政策部長

執行役員 営業本部店舗政策部長

執行役員 営業本部宣伝部長

執行役員 営業本部ＭＤ戦略部長

株式会社三越伊勢丹ホールディングス

代表取締役会長執行役員

代表取締役社長執行役員

取締役専務執行役員 営業本部長 兼
営業本部基幹店事業部長

取締役常務執行役員 業務本部長

取締役常務執行役員 経営戦略本部長

取締役常務執行役員 関連事業本部長

常勤監査役

常勤監査役

常務執行役員
営業本部基幹店事業部三越日本橋本店長

常務執行役員
営業本部地域店舗事業部長

常務執行役員
営業本部基幹店事業部伊勢丹新宿本店長

石 塚 邦 雄 

大 西 　 洋  

中 込 俊 彦  

赤 松 　 憲 

杉 江 俊 彦 

竹 田 秀 成 

卜 部 栄 明 

西 山 　 茂 

中 　 陽 次 

松 尾 琢 哉 

瀧 野 良 夫 

村 上 英 之 

前 野 　 広 

大久保　利　治 

志 村 知 彦 

藤 川 　 敏 

高 山 政 登 

黒 部 篤 志 

浅 田 龍 一 

江 坂 元 秀 

伊 藤 達 哉

執行役員 営業本部基幹店事業部三越銀座店長

執行役員
営業本部基幹店事業部婦人・子供統括部長

執行役員
営業本部基幹店事業部婦人雑貨統括部長

執行役員
営業本部基幹店事業部紳士・スポーツ統括部長

執行役員
営業本部基幹店事業部リビング統括部長

執行役員 営業本部基幹店事業部食品統括部長

執行役員
営業本部基幹店事業部お得意様営業統括部長

執行役員
営業本部地域店舗事業部地域店舗商品統括部長

執行役員 営業本部地域店舗事業部伊勢丹立川店長

執行役員 営業本部地域店舗事業部伊勢丹浦和店長

株式会社三越伊勢丹

専務執行役員 株式会社東急百貨店
代表取締役社長執行役員

専務執行役員 株式会社岩田屋三越
代表取締役社長執行役員 兼 営業本部長

常務執行役員 株式会社札幌丸井三越
代表取締役社長執行役員

常務執行役員 株式会社新潟三越伊勢丹
代表取締役社長執行役員

常務執行役員 株式会社ジェイアール西日本伊勢丹
代表取締役社長 兼 営業本部長

二 橋 千 裕  

太田垣　立　郎 

竹 内 　 徹 

三 須 尚 紀 

瀬 良 知 也 

渡 辺 憲 一 

佐々木　敏　夫 

近 内 哲 也 

浦 田 　 努

執行役員 株式会社仙台三越
代表取締役社長 兼 店長

執行役員 株式会社名古屋三越
代表取締役社長 兼 営業本部長

執行役員 株式会社ジェイアール西日本伊勢丹
専務取締役 営業本部大阪店長

執行役員 株式会社エムアイカード
代表取締役社長執行役員

株式会社三越伊勢丹ホールディングス（グループ会社）

役員体制 （2013年6月24日現在）

経 営 体 制
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首都圏百貨店子会社
　◎伊勢丹
　●三越
■地域百貨店子会社

■専門館
◆持分法適用関連会社

社
店舗
店舗
社15店舗

店舗
社2店舗

（株）三越伊勢丹1
6
3

10

6
1

合計12社32店舗（百貨店26店舗、専門館6店舗）

■（株）札幌丸井三越
　丸井今井札幌本店
　札幌三越

■（株）仙台三越

◎伊勢丹浦和店
◎伊勢丹新宿本店
■新宿アルタ館

●三越日本橋本店

●三越銀座店
■三越恵比寿店

◎伊勢丹松戸店

●三越
　千葉店

■サンシャインシティアルタ館

◎伊勢丹相模原店

◎伊勢丹
　府中店

■三越多摩センター店

◎伊勢丹
　立川店

■（株）静岡伊勢丹

■（株）名古屋三越
　名古屋栄店
　星ヶ丘店
■ラシック店

◆（株）ジェイアール西日本伊勢丹
　ジェイアール京都伊勢丹
　JR大阪三越伊勢丹

■（株）高松三越

■（株）松山三越

■（株）広島三越

■（株）新潟三越伊勢丹
　新潟伊勢丹
　新潟三越
■新潟アルタ館

■（株）岩田屋三越
　岩田屋本店
　岩田屋久留米店
　福岡三越

（株）三越伊勢丹
◎伊勢丹（6店舗）
●三越（3店舗）
■専門館（4店舗）

■（株）函館丸井今井

〈首都圏拡大図〉

国内店舗 （2013年4月1日現在）

コ ー ポ レ ート デ ー タ

（株）札幌丸井三越、（株）函館丸井今井、（株）仙台三越、（株）新潟三越伊勢丹、（株）静岡伊勢丹、
（株）名古屋三越、（株）広島三越、（株）高松三越、（株）松山三越、（株）岩田屋三越
ラシック店、三越恵比寿店、三越多摩センター店、新宿アルタ館、サンシャインシティアルタ館、新潟アルタ館
（株）ジェイアール西日本伊勢丹
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アジア地区

欧州・米国

中国（瀋陽）
●瀋陽伊勢丹
■瀋陽伊勢丹百貨有限公司
（2013年5月営業終了）

タイ（バンコク）

台湾

中国（天津）
●天津伊勢丹
●天津伊勢丹2号店
■天津伊勢丹有限公司

中国（上海）
◎伊勢丹（中国）投資有限公司
●花園飯店（上海）三越
●上海梅龍鎮伊勢丹
◆三越上海事務所
■上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司

マレーシア（クアラルンプール）
●クアラルンプール伊勢丹LOT10店
●クアラルンプール伊勢丹KLCC店
●クアラルンプール伊勢丹
　THE GARDENS店
●クアラルンプール伊勢丹ワンウータマ店
■イセタン オブ ジャパン Sdn.Bhd.

アメリカ
●オーランド三越
◆ニューヨーク駐在事務所
■米国三越INC.

フランス
◆パリ駐在事務所

イギリス
●ロンドン三越
■英国三越LTD.

イタリア
●ローマ三越
■三越伊勢丹イタリアS.r.l.
■イタリア三越S.p.A.

シンガポール
●シンガポール伊勢丹スコッツ店
●シンガポール伊勢丹オーチャード店
●シンガポール伊勢丹カトン店
●シンガポール伊勢丹タンピネス店
●シンガポール伊勢丹セラングーン店
★シンガポール伊勢丹マンゴブティック
■イセタン（シンガポール）Ltd.
■レキシム（シンガポール）Pte.Ltd.

中国（成都）
●成都伊勢丹
●成都伊勢丹2号店（2015年春オープン予定）
■成都伊勢丹百貨有限公司

◎…持株会社　●…店舗　★…海外店（専門店・ギフトショップ）　■…海外関係会社　◆…海外駐在事務所　○…その他　　*持分法適用関連会社

●バンコク伊勢丹
■イセタン（タイランド）Co.,Ltd.
■アイティーエム クローバー Co.,Ltd.*

●新光三越台北南西店一館
●新光三越台北南西店二館
●新光三越台北南西店三館
●新光三越台北駅前店
●新光三越台北信義新天地A11
●新光三越台北信義新天地A8
●新光三越台北信義新天地A9
●新光三越台北信義新天地A4
●新光三越台北天母店
●新光三越桃園大有店
●新光三越桃園駅前店
●新光三越新竹中華店
●新光三越台中中港店
●新光三越嘉義垂楊店
●新光三越台南中山店
●新光三越台南西門店
●新光三越高雄三多店
●新光三越高雄左営店（1号館、2号館）
■新光三越百貨股份有限公司*

A

B

G

H

C

D

E
F

H

A

B

G

D

E

I

K

J

L

F

C

I

I

J

K

L

海外店舗 （2013年4月1日現在）

コ ー ポ レ ート デ ー タ
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連結子会社 40社 8社*持分法適用関連会社

〈国内〉

（株）三越伊勢丹
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-14-1
TEL：03-3352-1111

〈海外〉

（株）仙台三越
〒980-8543
宮城県仙台市青葉区一番町4-8-15
TEL：022-225-7111

（株）名古屋三越
〒460-8669
愛知県名古屋市中区栄3-5-1
TEL：052-252-1111

（株）広島三越
〒730-8545
広島県広島市中区胡町5-1
TEL：082-242-3111

（株）高松三越
〒760-8639
香川県高松市内町7-1
TEL：087-851-5151

（株）松山三越
〒790-8532
愛媛県松山市一番町3-1-1
TEL：089-945-3111

天津伊勢丹有限公司
中華人民共和国天津市和平区南京路 「現代城」
TEL：86-22-2722-1111

伊勢丹（中国）投資有限公司
中華人民共和国上海市南京西路1038号2109室

上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国上海市南京西路1038号
TEL：86-21-6272-1111

成都伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国四川省成都市大科甲巷８号利都広場Ｂ座
TEL：86-28-8082-1111

イセタン（シンガポール）Ltd.
593 Havelock Road #04-01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866

イセタン（タイランド）Co., Ltd.
4/1-4/2 Central World, Rajadamri Road, 
Pathumwan, Bangkok 10330, Thailand
TEL：66-2-255-9898

イセタン オブ ジャパン Sdn. Bhd.
（マレーシア）
LOT 10 50 Jalan Sultan Lamail 50250 
Kuala Lumpur, Malaysia
TEL：60-3-2141-7777

米国三越 INC.
Suite 200, 7232 Sand Lake Road, Orlando, 
Florida 32819, U.S.A.
TEL：1-407-352-1986

中華民国台北市松高路19号7-9階
TEL：886-2-8789-5599

*新光三越百貨股份有限公司

4/1-4/2 Central World, Rajadamri Road, 
Pathuwan, Bangkok 10330, Thailand
TEL：66-2-255-9898

*アイティーエム　クローバー　Co., Ltd.

（株）静岡伊勢丹
〒420-0031
静岡県静岡市葵区呉服町1-7
TEL：054-251-2211

（株）新潟三越伊勢丹
〒950-0909
新潟県新潟市中央区八千代1-6-1
TEL：025-242-1111

（株）岩田屋三越
〒810-8680
福岡県福岡市中央区天神2-5-35
TEL：092-721-1111

（株）札幌丸井三越
〒060-0061
北海道札幌市中央区南一条西二丁目11番地
TEL：011-205-1151

（株）函館丸井今井
〒040-0011
北海道函館市本町32番15号
TEL：0138-32-1151

〒104-0061
東京都中央区銀座3-2-1
TEL：03-3567-0077

*（株）プランタン銀座

〒963-8004
福島県郡山市中町13-1
TEL：024-932-0001

*（株）うすい百貨店

〒600-8216
京都府京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町901
TEL：075-352-1111

*（株）ジェイアール西日本伊勢丹

（株）三越伊勢丹フードサービス
〒104-8570
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6500

（株）エムアイカード
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-6500

（株）マミーナ
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-28-12
TEL：03-5360-3260

（株）エムアイ友の会
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町2-44-1
TEL：03-6810-7470

（株）三越伊勢丹通信販売
〒136-0076
東京都江東区南砂2-36-11
TEL:03-5857-8550

三越伊勢丹グループ連結会社 （2013年3月31日現在）
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（株）三越不動産
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-6205-5208

（株）三越環境デザイン
〒144-0046
東京都大田区東六郷3-1-19
TEL：03-3736-3254

（株）伊勢丹会館
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3352-8711

（株）三越伊勢丹ビルマネジメント
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-5770

〈製造・輸出入等・卸売業〉 〈物流業〉

〈人材サービス業〉

〈情報処理サービス業〉

〈調査・研究委託業〉

〈映像制作〉

（株）三越伊勢丹研究所
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3225-1071

（株）伊勢丹スイング
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3207-2851

〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-12
TEL：03-5368-3411

*（株）JTB伊勢丹トラベル

（株）スタジオアルタ
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-1
TEL：03-3350-1200

（株）レオテックス
〒135-8415
東京都江東区清澄1-3-2
TEL：03-3642-5121

（株）三越伊勢丹ギフト・ソリューションズ
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-6810-7440

（株）レオマート
〒104-0055
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6813

（株）センチュリートレーディング
　　カンパニー
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-11
TEL：03-3208-5881

イセタンミツコシ（イタリア）S. r. l.
Corso Venezia, 5 20121 Milano, Italy
TEL：39-02-76000070

レキシム（シンガポール）Pte. Ltd.
593 Havelock Road #04-01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866

〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3354-6111

*新宿サブナード（株）

（株）三越伊勢丹ビジネス・サポート
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-11-22
TEL：03-6810-7411

（株）三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-16-10
TEL：03-3225-0626

（株）三越伊勢丹システム・ソリューションズ
〒161-0031
東京都新宿区西落合2-18-20
TEL：03-5996-5112

〈スポーツ施設運営〉

〈旅行業〉

〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-2
TEL：03-3274-7030

*（株）三越環境ビル管理

コ ー ポ レ ート デ ー タ
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■■東急百貨店と業務提携。

■岩田屋・連結子会社化。
　名鉄百貨店と業務提携。

■新館完成により
　「三越日本橋本店」
　グランドオープン。

■本店「メンズ館」
　リモデルオープン。

■天津伊勢丹オープン。

■業界初のパーキングビル完成。

■本店「男の新館」オープン。

■シンガポール
　伊勢丹オープン
　（海外1号店）。

■「株式会社伊勢丹」設立。
■新宿に本店オープン。

■美術部創設（百貨店業界初）。
■日本橋本店ルネッサンス式5階建新館落成。
■ライオン像、日本初のエスカレーターを設置。
■三越ホール（現三越劇場）開設。
　日本初のファッションショーを開催。
■商号を「株式会社三越」と改める。
■銀座店開店。
■地下鉄「三越前」駅 開業、
　日本橋本店地下売場と直結。

■新光三越1号店が台北に開店。

■三井高利が江戸本町一丁目に呉服店「越後屋」を創業。
　当時の商習慣になかった「店前現金売り」
　「小裂いかほどにても売ります」
　のスローガンを掲げた。

■「株式会社三越呉服店」設立。
　「デパートメントストア宣言」を行い、
　日本初の百貨店となる。

■小菅丹治が神田旅籠町に
　「伊勢屋丹治呉服店」を創業。

■1754年創業
　1764年屋号を「岩田屋」とする。

■1872年開店
　1874年屋号を掲げる。

1673年

1886年

1904年

1907年

1914年

1927年

1928年

1930年

1932年

1933年

1960年

1968年

1972年

1991年

1993年

2003年

2004年

2005年

2007年

■三越・伊勢丹の経営統合により、
　三越伊勢丹ホールディングス設立（4月1日）
■三越銀座店増床リモデルオープン（9月）

■首都圏事業会社
　「（株）三越伊勢丹」
　設立（4月）

■JR大阪三越伊勢丹
　オープン（5月）
■伊勢丹新宿本店
　リモデルグランドオープン（3月）

歴　史
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2008年

2010年

2011年

2013年
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会 社 名
本 社
設 立
事 業 内 容

資 本 金
連結売上高

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
〒160-0022　東京都新宿区新宿五丁目16番10号
2008年4月1日
百貨店業等の事業を行う子会社およびグループ会社の
経営計画管理ならびにそれに附帯または関連する事業
501億円
1兆2,363億円（2013年3月期）

：
：
：
：

：
：

〈会社概要〉

発行可能株式総数
発行済株式の総数
上場証券取引所
株主名簿管理人

15億株
3億9,478万7,494株
東京証券取引所市場第一部、福岡証券取引所
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒100-8212
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

：
：
：
：

〈株式の状況〉

会社概要・株式の状況 （2013年3月31日現在）

コ ー ポ レ ート デ ー タ
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三越伊勢丹グループは、三越・伊勢丹の強みを合わせるだけでなく、異なる

発想と価値観を掛け合わせることで、お客さま満足の最大化を実現し、

お客さまにとってなくてはならない「マイデパートメントストア」をめざします。

「向きあって、その先へ。」－三越伊勢丹グループに関わるすべての人々と

真摯に向きあうことから私たちの明日は始まります。

向きあって、その先へ。

Annual Report 2013
発行　2013年9月／株式会社 三越伊勢丹ホールディングス

業務本部 総務部 コーポレートコミュニケーション担当




